


























平成 24 年度から実施されている中学校学習指導要領の総則 4）には、部活動の意義や留意点について、
「スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであ
り、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること」と規定されている。同様












































































表 1に、2014 年から 16 年までの学年別部員数の変遷を示した。
表 1．監督と学年別部員数の変遷
年度 監督 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
2014 年 S監督 14 人 14 人 7 人 1 人 36 人
2015 年 K監督 14 人 13 人 14 人 1 人 42 人




2014 年の部員数 36 名から 16 年の部員数 54 名まで、3年間に渡り部員数が増加していた。その主な
理由は、2014 年以降、部員の学年が上がっても部活動をやめずに継続する傾向が明らかになったことと、
16 年にリーグ優勝したために、この年の新入部員が増加したことが要因と推察される。
2014 年の S監督（当時 3年）は S県私立高校時代に、春の第 83 回選抜高校野球大会に出場し左翼手
で活躍していた。S監督が学生監督を務めたときの部員構成は、部員36名とマネージャー4名であった。
2015 年の K監督（当時 3年）はA県私立高校で、2年次から野球部エースを務めていた。K監督が
学生監督を務めたときの部員構成は、部員 42 名とマネージャー 5名であった。
2016 年の I 監督（現 3年）は S監督と同校で正捕手として活躍した。また、2016 年大学軟式野球日






















































































2014 年 2015 年 2016 年
S 監督 K監督 I 監督
個人アップ 〇 × ×
全体アップ × 〇 〇
キャッチボール 〇 〇 〇
全体ノック 〇 〇 〇
FB　※1 〇 〇 〇
SN　※2 〇 〇 〇
バント練習 × 〇 〇
NGノック　※3 × 〇 〇
KB　※4 〇 〇 〇
GG　※5 × × 〇
走塁練習 × 〇 〇










































図 1．2014 年春季リーグの得失点パターン（全 13 試合）
表 1 - 1 ．得失点要因の実数（2014）
2014 年（13 試合） ヒット 内野ゴロ エラー
得点 27 本 3 個 16 個
失点 19 本 3 個 26 個
表 1 - 2 ．投手・野手別の失点要因（2014）
2014 年（13 試合） 総数 1試合平均
投手（四死球） 89 個 6.8 個
野手（エラー） 49 個 3.7 個
図 1の得点パターンをみると、ヒットでの得点が 59.0％と 6割近くを占めている。また、失点パター
ンをみると、エラーによる失点が 54.0％であった。さらに表 1 - 2 の投手成績をみると、四死球が 1試


















図 2．2015 年春季リーグの得失点パターン（全 7試合）
表 2 - 1 ．得失点要因の実数（2015）
2015 年 ヒット 内野ゴロ エラー
得点 21 本 4 個 15 個
失点 1本 1個 3個
表 2 - 2 ．投手・野手別の失点要因（2015）
2015 年（7試合） 総数 1試合平均
投手（四死球） 19 個 2.7 個
野手（エラー） 12 個 1.7 個
図 2の得点パターンをみると、2014 年と比べ得点パターンの比率はヒットが 52.0％、エラーが 38.0％
とほぼ同様であった。また、失点パターンをみると、比率はヒットが 40％から 20％と半数に減り結果
的に総失点数が 43 点減っている。これは表 2 - 2 からも明らかなように、1試合平均での四死球が 6.8
個から 2.9 個に減少し、エラーも 3.7 個から 1.7 個と半分以上減少していることで、無駄なランナーや
自軍のミスでの失点が減なくなった。以上のことから、2015 年でチーム課題とした「1－ 0で守り勝つ
チーム」が結果的に現れている。得点力は 2014 年と同様の中、失点数は 2014 年に比べ減少し、守り勝
つチームの特徴が出ている。中でも、守るという点で 1番重要となる投手成績の充実がある。加えて野















図 3．2016 年春季リーグの得失点パターン（全 10 試合）
表 3 - 1 ．得失点要因の実数（2016）
2016 年 ヒット 内野ゴロ エラー
得点 24 本 14 個 24 個
失点 12 本 4 個 1 個
表 3 - 2 ．投手・野手別の失点要因（2016）
2016 年（10 試合） 総数 1試合平均
投手（四死球） 23 個 2.3 個
野手（エラー） 9個 0.9 個
　
図 3 の得点パターンをみると、過去 2年間と比べグラフの割合が均等になっていることがわかる。
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